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概要

このドキュメントでは、新しいLDAPユーザのCisco Unified Intelligence Center(CUIC)のレポート
への権限を設定する方法について説明します

前提条件

要件

次の項目に関する知識があることが推奨されます。

CUICレポート●

Lightweight Directory Access Protocol(LDAP)●

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。本稼働中のネットワークでは、各コマンドによって起こる可能性がある影響を十分確認してく
ださい。

設定

ステップ1：レポート用に使用するActive Directory(AD)サーバの新しいユーザを設定します。

ステップ2:LDAPユーザとしてCUICにログインします。



ステップ3：最初のログイン時に、CUIC Adminユーザによって許可されるまで正しい権限があり
ません。レポートを作成するには、レポート・デザイナの役割を割り当てる必要があります。

ステップ4：権限が付与されると、[レポート]オプションが表示されます。

ステップ5:LDAPユーザーは、すべてのユーザー権限グループの一部です。すべてのユーザーに対
するアクセス許可を持つすべてのレポートを使用できます。



ステップ6:[All Users]アクセス権を持つ任意のレポートを確認できます。

ステップ7:LDAPユーザは、Unified Contact Center Enterprise(UCCE)ストックレポートにまだア
クセスできません。



ステップ8:CUIC Adminユーザでログインし、それに応じて権限を付与します。

イメージから、[Reports - Stock - CCE - CCE AF Historical]に権限を設定します

確認

これで、LDAPユーザはUCCEフォルダのレポートを表示して実行することができます。
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